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A.研究目的 

 本研究班は、心不全診療を中心とする循環器専門

医と循環器診療を専門としない医師や看護師・メデ

ィカルスタッフ・ソーシャルワーカー・介護職等の

多職種による連携推進を目的に、在宅診療患者のケ

アのありようについて多面的に検討を行い、心不全

患者の地域連携に関わる実効性のあるステートメン

トの作成、地域連携パス等を策定、実践ならびに検

証することを目的とする。 

 

B.研究方法 

①心不全教育資材の作成 
ⅰ）心不全ガイドブック： 

 初年度（平成 30 年度）は、5月にコアメンバー会

議にて方向性の討議を行い、6月に全体班会議を開

催し、ワーキンググループ（WG）の立ち上げならび

にロードマップの案の提示を行なった。7月に第 2

回コアメンバー会議を開催し、ステートメント作成

に向けた WG メンバーの確定、執筆内容の討議を行っ

た。9月より WG1-4 では WG ごとに班会議を重ね具体

的にステートメントの CQの絞り込み作業を実施し

た。また、WG5 では心不全患者の教育ツールの作成

を開始した。11月に第 3回コアメンバー会議を開催

し、具体的なステートメント執筆要綱の作成及び送

付を行なった。平成 31年 3 月、分担執筆者からステ

ートメントの分担原稿が提出され、コアメンバーを

中心にステートメント（案）の取りまとめを実施し

た。 
 

次年度（令和元年度）は、以上のステートメント

を盛り込んだ心不全ガイドブックの作成を進め、概

要決定、執筆依頼、一次原稿の確認を行い、令和元

年 9月に最終原稿をまず「試用版」として完成させ

た。12月より研究班員ほか日本医師会、関連学会で

ある日本プライマリ・ケア連合学会、日本在宅医療

連合学会よりご推薦の実地医家に評価をいただいた。

令和 2年 1月に評価結果を解析し、さらにグループ

討議のもとに最終版の概要を確定した。 

 

最終年度（令和 3 年度）は、「試用版」への検証を

元にさらに執筆者等が修正を重ね、研究者全員およ

び各関連学会・団体にも校正を依頼した。また HP上

でパブリックコメントを求め、厚生労働省にも送り

意見を求めた。最終的に著作権や COI の処理、動画

作成（静脈圧、リハビリ等）を経て、各関係各所か

らの承諾を得た完成版を作成し、令和 2年 11 月に

Web 上で発表し冊子体も作成した。同時にガイドブ

ックに対応し補完するための動画「心不全による主

な身体症状 静脈圧の推定」、「心不全患者の運動療

研究要旨:  
「循環器病対策基本法（正式名：健康寿命の延伸等を図るための脳卒中、心臓病その他の循環器病に係

る対策に関する基本法）」が成立し、今後、脳卒中や心臓病など循環器病の予防の推進、循環器病患者の

健康寿命の延伸に向けた心臓リハビリテーション（リハ）を含む、循環器病の医療体制の整備、教育・

啓発活動、研究の推進などが期待される。一方で、心不全パンデミックと称される高齢心不全患者の増

加に対し、心不全の病態改善、あるいは尊厳ある終末期のために、心血管疾患の専門医と非循環器医・

看護師・メディカルスタッフ・介護職等の多職種による連携推進が必須である。そこで、本研究の目的

は、かかりつけ医等を中心とした心不全の診療提供体制構築に向けて多職種による多角的な検討を行い、

心不全患者の病診連携に関わる実効性のあるステートメント（ガイドライン、患者の教育冊子、地域連

携パス等）の策定・実践・検証を実施することである。 
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法」を HPにて公開した。宣伝用のチラシも作成し、

プレスリリースも行った。 

 

ⅱ）医療・介護サービス Q&A： 

令和 2年度、WGメンバーおよび専門家の意見も取

り入れながら、かかりつけ医、コメディカルが利用

できる介護サービスに関するパンフレットを作成し、

研究者達や厚生労働省の意見を反映させて完成した。

1 月に HPにて公表すると共に冊子体も作成した。こ

のパンフレットは医療保険・介護保険で利用可能な

サービスを有効に活用することを目的としている。 

 

ⅲ）患者教育用動画資料： 

令和元年度 9月に、心不全患者の教育ツールとし

て各種動画を公開した。ストーリー仕立て、ナレー

ション付きである。榊原記念病院外来・病棟で試用

して内容を検証し、他のいくつかの病院でもご使用

いただいた。令和 2年 4月の段階で 25,000 回以上の

再生数があった。 

令和 2年度にはさらに続編と介護サービスに関す

る動画を、WGメンバーや専門家の意見を元に作成し、

研究者全員の承認を得て HP 上に公開した。こちらも

自由にダウンロード可能であり、心不全患者の方々

や各方面に役立てていただいている。 

 

②心不全の地域連携に関する研究 

ⅰ）ガイドラインの臨床現場での利用に関する研

究： 

心不全診療の臨床現場におけるガイドラインの普

及状況、適切性を検証する。令和元年 10 月、広島に

てエキスパートオピニオンによるガイドラインの検

証作業会議を開催した。この作業は心不全の治療方

針に関するキークエスチョンを策定し、客観的意見

集約法（RAND-Delphi 法）を用いて、日本の診療

現場に合わせた適切性基準（AUC）を提示すること

を目的とした。結果をまとめた論文は、 令和 2年度

に ESC Heart Failure 誌に掲載された。 
 

ⅱ）地域連携の実態に関する研究： 

・研究目的： 

地域連携パスについては、研究者達の討議の結果、

地域における医療体制の違い等から統一したパスを

作成することは難しいとの結論に至り、本研究の目

的である地域格差のない心不全診療の質向上を達成

するための案を検討することとなった。心不全診療

の質の向上を図るためには、心不全の地域連携で目

指す診療の目的（アウトカム）を設定し、改善につ

ながる診療の質指標を決めることが望ましい。心不

全における地域連携の現状と問題点をアンケート調

査により明らかにし、地域連携体制の確立を目指す

ことを目的とした。 

 

・研究方法： 

WG 内で討議の結果、各国のガイドライン、ステー

トメント、既存の質指標を元に、心不全地域連携の

意義目標を設定・共有し、各地域でパスを作成する

際の参考になる「心不全診療と連携に関する質指標」

を提案することとなった。ストラクチャー指標、プ

ロセス指標、アウトカム指標に整理して提案する。 

 

・アンケート調査： 

Rand-Delfi法によるアンケート調査で意見集約を

行い、指示の高い指標を選ぶことで、実臨床で求め

られる適切な指標の作成を目指した。WG内でのアン

ケートや討議の元に指標案を練り上げ、研究者全員

に HP上にて 1回目のアンケートを実施した。研究結

果および研究者達の意見を参考に、方針を、客観的

な立場から、医療者達の行為を主観的に測定する質

問票の報告に変更することとした。修正した新規指

標を、第 1回目のアンケート結果と共に研究者全員

に送り、HP上での 2度目のアンケート調査を実施し

た。2度のアンケート調査により指標の適切性を評

価し、さらに何度も練り上げ、5 つのドメイン（1．

心不全地域連携の目標、2．地域における連携の質、

3．地域における情報共有の質、4．地域における心

不全の医学的介入の質、5．地域における心不全の多

職種介入の質）からなる「心不全の地域連携評価の

ための質問票」最終案を完成し、研究者全員の承認

を得た。関連学会である日本プライマリ・ケア連合

学会、日本在宅医療連合学会、日本心不全学会、ま

た板橋区医師会よりご協力いただける 400 名を超え

る医師（病院に勤務する循環器医と診療所に勤務す

る一般かかりつけ医）にアンケートを依頼、また HP

上でも協力を依頼した。 

 

・結果： 

アンケート結果を元に、現在の地域連携の現状と

問題点を調べ、今後の心不全の地域連携体制の確立

へと繋がる適切性の高い指標を作成し、論文にまと

めた。 

 

③成果の社会還元 
ⅰ）学会発表・公開シンポジウム： 

1 度目は、平成 31 年 3 月に日本学術会議講堂にて

公開シンポジウムを開催した（一般医療者全国より

250 余名参加）。公開シンポジウムのアンケート調査

により、都市部および疎開地域それぞれの心不全診

療提供体制の現状および課題を広く調査することが

できた。公開シンポジウムの内容を広く広報するた

め、主催・共催団体に協力を依頼し、それぞれのホ

ームページ等で講演や討議に関する動画公開に向け

ご周知いただいた。 

 

令和 2年度は、各関連学会学術集会において研究
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者達が研究成果を発表すると共に、3月に 2度目 

の公開シンポジウムを、COVID-19 の状況を鑑みオン

ラインにて開催した。425 名のご参加をいただき、

地域的には北海道から沖縄までほぼ全都道府県、さ

らには海外にまで及び、職種としては医師が半数近

くで、あとは看護師、療法士、薬剤師、管理栄養士

などの多職種であった。内容についてもすべての講

演内容が情報豊富で充実し、分かりやすく、聴衆の

ニーズに合っていた。追ってオンデマンド配信も行

い、さらに 344 名の視聴をいただき、計 769 名の視

聴者を得た。 

 
ⅱ）HP：令和元年度に HP を公開して以来、各成

果物のダウンロードはもとより、アンケートの依頼

やパブリックコメント募集も HP を通じて行った。

本研究の各種成果物と最新の情報は、全て研究班HP
上に掲載して一般に公開している。現在も多数の方

よりアクセスをいただき、研究成果が広く社会に還

元されている。 
 

C.研究結果  

 3 年間にわたる本研究には 3 つのミッションがあ

った。一つには、循環器専門以外の医師・多職種の

ための診療ガイドライン等の各種成果物を作成する

こと、もう一つは地域における患者の情報共有体制

を検証し、心不全の地域連携の研究・提案を行うこ

と、そしてその成果を広く社会に還元することであ

る。 
 
①心不全教育資材の作成 

ⅰ）心不全ガイドブック： 
初年度（平成 30 年度）より都会や過疎地域の大学

病院、基幹病院などで実施されている病診連携の方

法、ツールを参考に、分担研究者、研究協力者間で

討議を行い、現状の循環器疾患の病診連携における

問題点を抽出した。また、これにもとづき可能な項

目では臨床的疑問（CQ）を設定し、エキスパートコ

ンセンサスの形でステートメントを作成した。CQ
は、病態や重症度に応じた退院のタイミングとその

指標、外来でのケアにおけるモニタリング、遠隔医

療の導入、訪問診療の意義、フレイル、サルコペニ

アへの対応、地域連携ネットワークを構築する方法、

家族のケア、患者・家族教育、地域連携パス、合併

する疾患への対処、循環器疾患に特有な薬剤の管理、

多職種チームにおける各職種の役割と分担・連携、

終末期ケアの考え方、タイミング、実践法、在宅リ

ハビリと通院リハビリ、必要な臨床検査、デバイス

使用患者の管理、栄養管理、運動処方、薬物療法、

認知症患者への対応などとした。 
 
次年度（令和元年度）は、研究者が実践している

病診連携の方法、ツールに関して討議を行い、現状

の循環器疾患の病診連携における問題点を抽出した。

CQ を設定し、エキスパートコンセンサスの形で提言

案を設定した。さらに「かかりつけ医のための心不

全診療ガイドブック」の試用版を作成し、150 名以

上の一般かかりつけ医等からの評価を得て、その検

証を元にガイドブック試用版の改定を行い、原稿の

完成版を目指した。 

 

最終年度（令和 2 年度）は、検証作業を経てさら

に修正を重ね、各協力学会と協議を行い、パブリッ

クコメントの収集、厚生労働省とのすり合わせなど

のプロセスを経て、「地域のかかりつけ医と多職種の

ための心不全診療ガイドブック」（資料1）を完成し、

11 月に本研究 HP 上にて公表、冊子体も作成した。

同時にガイドブックに対応し補完するための動画

「心不全による主な身体症状 静脈圧の推定」（資料

2）、「心不全患者の運動療法」（資料 3）を HPにて公

開した。宣伝用のチラシ（資料 4）も作成し、プレ

スリリースも行った（資料 5）。 

 

ⅱ）医療・介護サービス Q&A： 

令和 2年度、医療従事者向けの患者退院後の医

療・福祉サービスに関するパンフレット「地域のか

かりつけ医と多職種のための心不全における介護サ

ービスの活用方法 Q&A」（資料 6）を完成させ、HPに

て公開すると共に、冊子体を作成した。 

 

ガイドブック・パンフレット共に研究者や関連学

会・団体、各地域医師会等に送付し、各施設および

地域で役立てていただいている。HP においても 11

月から3月までの4か月あまりの間に合計14,701件

のダウンロードがあり、広く一般への知識普及、啓

発に役立っている。 

 

ⅲ）患者教育用動画資料： 

患者・家族の教育を支援するためのナレーション

付き動画教材「心不全と上手に付き合うには～心不

全自己管理のすすめ～」（第1話～第5話）を作成し、

HP を通じて一般に公開を行った（資料 7）。 

また、「もっと詳しくコツを知りたい方へ」（資料

8）、ならびに「介護サービスに関するよくある質問」

（資料 9）も作成して HP上に公開し、こちらも自由

にダウンロード可能で、一般および各学会・各種研

究においても広く利用されている。動画宣伝用のチ

ラシも作成した（資料 10）。 

 

②心不全の地域連携に関する研究 

i）ガイドラインの臨床現場での利用に関する研

究： 

令和元年度、エビデンスに乏しい高齢心不全のガ

イドラインの内容を検証することとなった。高齢者

心不全、多職種介入についてはエビデンスが乏しく、
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ガイドラインの実効性についても検証が行われてい

ない。本研究班ではエキスパートオピニオン

（RAND-Delphi 法）によるその検証を行い、論文

にまとめた。またその結果をガイドブックに反映さ

せることも目標とした。論文 

“Appropriateness rating for the application of 

optimal medical therapy and multidisciplinary 

care among heart failure patients”は、 令和 2

年度に ESC Heart Failure誌に掲載された（資料11）。 

これは心不全診療における AUC(Appropriate Use of 

Criteria)の策定を世界で初めて行ったものである。 

 

ⅱ）心不全の地域連携に関する研究： 

地域格差のない心不全診療の質の向上を図るため、

地域連携パスに代わる「地域における心不全診療の

質を評価するための指標」を作成し、Rand-Delphi

法によるアンケート調査を経て（資料 12）、その結

果を論文にまとめた（投稿中）。 

 

③成果の社会への発信 
ⅰ）学会発表： 
研究者各位が下記の各関連学会学術集会において

本研究についての発表を行った。 
 
第 17 回日本循環器看護学会 （令和 2 年 10 月） 
「地域のかかりつけ医と多職種における心不全

診療：新しいガイドブックの作成と活用」 
座長：池亀俊美・山田佐登美 
演者：伊東紀揮・佐藤幸人・田中奈緒子 

 
第 24 回日本心不全学会 （令和 2 年 10 月） 
「地域のかかりつけ医によるこれからの心不全

診療：厚生労働省科学研究費補助金研究班での

検討から」 
座長：磯部光章・木原康樹 
演者：磯部光章・加藤真帆人・衣笠良治・ 

香坂俊・根井あずさ・渡辺徳 
 
第 85 回日本循環器学会（令和 3 年 3 月） 
「かかりつけ医によるこれからの心不全診療と

循環器病対策推進基本計画」 
  座長：磯部光章・羽鳥裕 
  演者：磯部光章・衣笠良治・弓野大・横山広行・

渡辺徳        
 
 

ⅱ）公開シンポジウム： 
本研究では研究成果を社会に還元するため、3 年 

間に 2 度の公開シンポジウムを開催した。 
 
1．「心疾患の診療提供体制：循環器病対策基本法 

制定を受けて－かかりつけ医での診療・多種 

職介入・心臓リハビリテーションの定義に向

けて－」 
開催日：平成 31 年 3 月 21 日（木・祝） 
場所：日本学術会議講堂（資料 13） 
250 名以上の参加者にお集まりいただき、盛

況のうちに終了した。 

 
2. 「かかりつけ医によるこれからの心不全診療：

循環器病対策基本計画制定を受けて」 
開催日：令和 3 年 3 月 6 日（土）  
開催方法：オンライン＆オンデマンド配信 

（資料 14） 
本研究の総まとめとしてかかりつけ医向けに

オンライン公開シンポジウムを開催し、研究者

達が座長・演者を務め、本研究についての研究

成果を発表し、国内のみならず海外よりも 425
名のご視聴をいただいた。追ってオンデマンド

配信も行い、さらに 344 名のご視聴をいただ

き、研究成果を社会に還元した。（視聴数 334
再生、平均視聴時間 84 分、ページへの総アク

セス数 557 回）。 
 

ⅲ）HP:  
令和元年 9月には本研究班の HP を立ち上げ、各種

成果物をダウンロード可能とした（資料 15）。各種

アンケートの回答も HP に直接送れるように調整し

た。本研究の各種成果物と最新の情報は、全て研究

班 HP 上に掲載して一般に公開している。 
現在までのHPへのアクセス総数は60,000件を超

え、多数の方にご利用いただき、研究成果が広く社

会に還元されている。 
 
   

D. 考察 

 ⅰ）教育資材について： 
本研究の成果物である「心不全ガイドブック」、「介

護サービス Q&A」、「患者教育用動画」については

HP を通じて多数のダウンロードをいただいている

が、今後の評価が必要である。 
 

 ⅱ）診療連携について： 

地域連携パスに代わり作成した「心不全地域連携

の実態調査に関するアンケート」においては、現状

を集約した実態が明らかにされ、地域連携で検討す

べきポイントが明確になった。病院の循環器医とか

かりつけ医では、地域連携に求める目標が大きく違

い、心不全診療の質に差がある。病院の医師はかか

りつけ医のニーズを満たす情報提供が出来ていない。

また、病院と地域多職種間での情報共有が不十分で

ある。今後、このような「病院医師とかかりつけ医

の意識の違い」、「心不全診療の質の差」、「多職種間

の連携、情報共有の向上」、「地域連携の質評価と向
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上」等の課題に対し、「教育システムの確立」、「連携

情報共有システムの確立」、「地域連携の質評価・フ

ィードバックシステムの確立」あるいは「診療情報

提供書の標準化や心不全のチェックリスト作成」等

の解決策を探り地域連携を進めることで、病院循環

器医師とかかりつけ医の各医師の強みや多職種との

連携を生かした相互にサポートできるプログラムの

提案が期待される。 

 

E. 結論 

3 年間の研究が無事終了し、本研究の目標として

いた心不全ガイドブック、患者向け各教育動画、医

療サービスに関するパンフレット、病診連携パスに

代わる医療の質指標の論文等を完成させた。また、

これらのツールを踏まえて、各学会学術集会や公開

シンポジウムでの発表、討議を通じて本研究の成果

について周知し、当初予定どおりの成果を挙げるこ

とが出来た。今後、希望者にガイドブック・パンフ

レット冊子版の実費での頒布を予定している。 

また、地域連携パスに代わる「心不全地域連携の

実態調査に関するアンケート」のデータにより、わ

が国における心不全の地域連携の実態と問題点が明

らかとなったことで、今後の循環器病対策推進基本

計画における心不全の地域連携の目指す方向性を示

し、医療・介護の質向上に寄与することが期待され

る。 

さらに今後、本研究班のホームページを維持・充

実させて公刊物の普及、改訂等を行い、最新の情報

を逐次更新しながら提供し、引き続き心不全診療に

関わる全ての人々のための普及、啓発、検証を図る。 

 

  
Ｆ．健康危険情報 
 
特になし。 

 
Ｇ．研究発表 
1.  論文発表 
 

 

（平成30年度） 
 

 

磯部  光章（研究代表者） 
 
学会誌・雑誌等における論文一覧（国内誌 １ 件、

国際誌 ４ 件） 
1、Kitagawa T, Hidaka T, Naka M, Isobe M,  

Kihara Y; Current Medical and Social  
Conditions and   Outcomes of  
Hospitalized Heart Failure Patients:  
Design and Baseline Information of the  
Cohort Study in  
Hiroshima. Circulation Rep. in press 2019 

 
2、Nunoda S, Sasaoka T, Sakata Y, Ono M,  

Sawa Y, Isobe M: Survival of Heart  
Transplant Candidates in Japan. Circ J  
in press 

 
3．Tajima M,Nakayama A,Uewaki R,Mahara 

K,Isobe M,Nagayama M：Right ventricular 
dysfunction is associated with exercise  
intolerance and poor prognosis in ischemic 
heart disease．Heart Vessels Published  
online：05 September 2018 

 
4、Isobe M: The Heart Failure “Pandemic” in 

Japan: Reconstruction of Health Care  
System in the Highly Aged Society. JMA 
J in press 

 
5．磯部光章：超高齢社会における心不全診療提供体

制の展望 心不全パンデミックとは何か-心不全

の現状を知り将来を考える 医学のあゆみ Vol．
266 No．13 2018年9月29日 ｐ1036-1042 

 
 
安斉 俊久（研究分担者） 
 
1. 安斉俊久．心不全パンデミックを見据えた高血圧 

治療．Progress in Medicine 2018; 38: 611-614. 
 
2.  安斉俊久．終末期医療と緩和ケア．医学のあゆ 

み 特集 心不全のすべて．分子生物から緩和ケ 
アまで：beyond ガイドライン 2018; 266:  
1208-1212. 

 
3.  安斉俊久．心不全患者に対する適切な緩和ケア

とは．臨床麻酔 別冊 2018; 42: 1321-1326. 
 
4.  安斉俊久．心不全における緩和ケア．心臓 
 2019; 51: 121. 

 
5.  安斉俊久．緩和ケア．特集 拡張型心筋症のすべ

てー遺伝子診断から緩和ケアまで．循環器内科 

2019; 85: 280-286. 
 
6．Nakano H, Nagai T, Sundaram V, Nakai 

M, Nishimura K, Honda Y, Honda S,  
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Iwakami N, Sugano Y, Asaumi Y, Aiba T,
 Noguchi T, Kusano K, Yokoyama H,  
Ogawa H,  
Yasuda S, Anzai T. Impact of iron  
deficiency on long-term clinical outcomes  
in patients with acute heart failure. Int J 
Cradiol 2018; 261: 114-118. 

 
7．Hamatani Y, Nagai T, Nakai M,  

Nishimura K, Honda Y, Nakano H,  
Honda S, Iwakami N, Sugano Y, Asaumi 
Y, Aiba T, Noguchi T, Kusano K, Toyoda 
K, Yasuda S,  
Yokoyama H, Ogawa S, Anzai T.  
Elevated plasma D-dimer level is  
associated with short-term risk of  
ischemic stroke in acute heart failure  
patients. Stroke 2018; 49: 1737-40. 

 
8．Sawano M, Shiraishi Y, Kohsaka S, Nagai
   T,   Goda A, Mizuno A, Sujino Y,  

Nagatomo Y, K  ohno   T, Anzai T,  
Fukuda K, Yoshikawa  T.  Performance  
of the MAGGIC heart failure risk score  
and its modification with the addition of 
discharge natriuretic peptide. ESC Heart 
Failure 2018; 5: 610-619. 

 
9．Nagai T, Sundaram V, Shoaib A, Shiraishi

 Y, Kohsaka S, Rothnie KJ, Piper S,  
McDonagh TA, Hardman SMC, Goda A,  
Mizuno A, Sawano M, Rigby AS,  
Quint JK, Yoshikawa T, Clark AL, Anzai 
T, Cleland JGF. Validation of U.S.  
mortality prediction models for  
hospitalised heart failure in the United  
Kingdom and Japan. Eur J Heart Fail  
2018; 20: 1179-1190. 

 
10．Kakutani N, Fukushima A, Yokota T,  

Katayama T, Nambu H, Shirakawa R,  
Maekawa S, Abe T, Takada S, Furihata T,
 Ono K, Okita K, Kinugawa S, Anzai T.  
Impact of high respiratory exchange ratio  
during submaximal exercise on adverse  
clinical outcome in heart failure. Circ J  
2018; 82: 2753-2760. 

 
 
木原  康樹（研究分担者） 
 
1. 日本循環器学会／日本心不全学会合同ガイドラ

イン 急性・慢性心不全診療ガイドライン(2017

年改訂版), 2018 年 3 月, 日本心不全学会ガイド

ライン委員会,(班長)筒井裕之、(班員)木原康樹,

他" 

 

2. 日本心不全学会心不全患者における栄養評価・管

理に関するステートメント, 2018 年 10 月, 日本

心不全学会ガイドライン委員会, 木原康樹,他 

 

3. 今日の治療指針  私はこう治療している 

TODAY'S THERAPY 2019,Vol.61:430-432,循環器疾

患 心臓腫瘍, 2019 年 1月, 医学書院, 木原康樹 

 

4. 今日の診療のためにガイドライン外来診療 2019, 

Ⅱ専門医の管理・治療が必要な疾患のガイドライ

ン 循環器疾患 6 心不全, 2019 年 2 月, 日経メ

ディカル開発, 日高貴之、木原康樹 

 

5. CURRENT THERAPY, Vol.36 No.4:325-329, 高齢者

心不全の診断, 2018 年 4 月,ライフメディコム, 

日高貴之、木原康樹 

 

6. Geriatric Medicine, Vol.56 No.7:593-595, 高

齢者心不全マネージメント－現在と未来－ 序文, 

2018 年 7 月, ライフサイエンス, 日高貴之、木

原康樹 

 

7. 日本内科学会雑誌, No.107 No.9:1858-1884, 超

高齢社会における循環器診療, 2018 年 9 月, 日

本内科学会, 木原康樹 

 

8. 週刊日本医事新報, No.4919:8-9, 循環器疾患の

患者に対する緩和ケアのあり方とは?, 2018 年 8

月,日本医事新報社,木原康樹 

 

9. Heart View, Vol.22 No.9:10(834)-16(840), 特

集 心臓リモデリングをどう治すか－拡大心・肥

大心へのアプローチ－診る 2 MRI をどう活かす

か?, 2018年9月, メジカルビュー社, 北川知郎、

木原康樹 

 

10. 医学のあゆみ, Vol.266 No.13:1159-1162, 心不

全のすべて  分子生物学から緩和ケアま

で:beyond ガイドライン 超高齢者の心不全－超

高齢者ならではの特殊性., 2018 年 9月, 医歯薬

出版, 日髙貴之、木原康樹 

 

11. 心臓, No.2:209-211,「第 52 回河口湖心臓討論

会」開催にあたって.,2019 年 2 月,日本心臓財

団・日本循環器学会, 木原康樹 

 

 
12. Utsunomiya H, Hidaka T, Susawa H,  

Izumi K, Harada Y, Kinoshita M, Itakura
 K, Masada K, Kihara Y. Exercise-Stress  
Echocardiography and Effort Intolerance  
in Asymptomatic/Minimally Symptomatic  
Patients With Degenerative Mitral  
Regurgitation Combined Invasive- 
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Noninvasive Hemodynamic Monitoring.  
Circulation: Cardiovascular Imaging Sep; 
11(9):e007282, 2018. 
 

13. Kitagawa T, Yamamoto H, Nakamoto Y,  
Sasaki K, Toshimitsu S, Tatsugami F,  
Awai K, Hirokawa Y, Kihara Y.  
Predictive Value of 18F-Sodium Fluoride 
Positron Emission Tomography in  
Detecting High-Risk Coronary Artery  
Disease in Combination With Computed 
Tomography. Journal of the American  
Heart Association Oct 16;7(20):e010224,  
2018. 
 

14. Takahashi I, Cologne J, Haruta D,  
Yamada M, Takahashi T, Misumi M,  
Fujiwara S, Matsumoto M, Kihara Y,  
Hida A, Ohishi W. Association Between P
revalence of Peripheral Artery Disease an
d Radiation Exposure in the Atomic  
Bomb Survivors. Journal of the American
 Heart Association Dec; 7(23):e008921,  
2018. 
 

15. Senoo A, Kitagawa T, Torimaki S,  
Yamamoto H, Sentani K, Takahashi S,  
Kubo Y, Yasui W, Sueda T, Kihara Y.  
Association between histological features  
of epicardial adipose tissue and coronary  
plaque characteristics on computed  
tomography angiography. Heart and  
Vessels Aug; 33(8):827-836, 2018. 
 

16. Okubo Y, Sairaku A, Morishima N, Ogi  
H, Matsumoto T, Kinoshita H, Kihara Y.  
Increased urinary liver-type fatty  
acid-binding protein level predicts  
worsening renal function in patients with 
acute heart failure. Journal of Cardiac  
Failure Aug; 24(8):520-524, 2018. 

 
 
香坂 俊（研究分担者） 
 
1．これからの心不全診療への最新アプローチ -予防

からチーム医療・先進医療まで-：うっ血性心不

全の身体所見の重要性 

Author：庄司 聡(慶応義塾大学 循環器内科臨床

研究系大学院), 香坂 俊 

Source： Medicina (0025-7699)55 巻 13 号 

Page2182-2185(2018.12) 

 

2．循環器系の症候（心不全） 

Author：庄司 聡(慶応義塾大学 医学部循環器内

科), 香坂 俊 

Source： Medicina (0025-7699)55 巻 9号 

Page1322-1326(2018.08) 

 

3． 病歴と身体所見で診る心機能 時間軸を視野に

いれた心機能評価(解説/特集) 

Author：庄司 聡(慶応義塾大学 医学部循環器内

科), 白石 泰之, 香坂 俊 

Source： Heart View (1342-6591)22 巻 4 号 

Page298-302(2018.04) 

 
4．Higuchi S, Kohsaka S, Shiraishi Y, Katsu

ki T, Nagatomo Y, Mizuno A, Sujino Y,  
Kohno T, Goda A, Yoshikawa T;  
Association of renin-angiotensin system  
inhibitors with long-term outcomes in  
patients with systolic heart failure and  
moderate-to-severe kidney function  
impairment. West Tokyo Heart Failure (W
ET-HF) Registry Investigators. 
Eur J Intern Med. 2019 Feb 5.  
pii: S09536205(19)30038-X. 

 
5．Inohara T, Manandhar P, Kosinski AS,  

Kohsaka S, Mentz RJ, Thourani VH,  
Carroll JD, Kirtane AJ, Bavaria JE,  
Cohen DJ, Kiefer TL, Gaca JG, Kapadia 
SR, Peterson ED, Vemulapalli S. 
Association of Renin-Angiotensin Inhibitor 
Treatment With Mortality and Heart  
Failure Readmission in Patients With  
Transcatheter Aortic Valve Replacement. 
JAMA. 2018 Dec 4; 320(21):2231-2241. 

 
6．Shiraishi Y, Kohsaka S, Sato N, Takano T,

 Kitai T, Yoshikawa T, Matsue Y. 
9-Year Trend in the Management of  
Acute Heart Failure in Japan: A Report  
From the National   Consortium of Acute
 Heart Failure Registries. 
J Am Heart Assoc. 2018 Sep 18; 7(18): 
e008687 

 
7．Shiraishi Y, Kohsaka S, Nagai T, Goda A,

 Mizuno A, Nagatomo Y, Sujino Y,  
Fukuoka R, Sawano M, Kohno T, Fukuda
 K, Anzai T, Shadman R, Dardas T, Levy
 WC, Yoshikawa T. Validation and Recali
bration of Seattle Heart Failure Model in 
Japanese Acute Heart Failure Patients. 
J Card Fail. 2018 Aug 10. pii: S1071-9164 
(18)30868-6. 

 
8．Shiraishi Y, Nagai T, Kohsaka S, Goda A,

 Nagatomo Y, Mizuno A, Kohno T, Rigby
 A, Fukuda K, Yoshikawa T, Clark AL, 
Cleland JGF. Outcome of hospitalised hea
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rt failure in Japan and the United Kingd
om stratified by plasma N-terminal pro-B-
type natriuretic peptide. Clin Res Cardiol.
 2018 Dec; 107(12): 1103-1110. 

 
 
 
後藤 葉一（研究分担者） 
 
1． 後藤葉一．「心不全の心臓リハビリテーション」 

In:「循環器疾患最新の治療 2018-2019」(監修・

永井良三、編集・伊藤浩、山下武) 南江堂, 252-254, 
2018 
 

2．後藤葉一．「心臓リハビリテーションの定義・構

成要素」 In: 「わかる！できる！心臓リハビリ

テーション Q&A」(監修・伊東春樹、百村伸一、

編集・高橋哲也) 医歯薬出版, 12-13, 2018 
 
 
3．柳英利・山本壱弥・鈴木裕二・福井教之・ 

北垣和史・小西治美・山田沙織・堀池聖子・ 
藤井沙也子・高潮征爾・大原貴裕・中尾一泰・ 
熊坂礼音・荒川鉄雄・福井重文・簗瀬正伸・ 
中西道郎・後藤葉一．心臓再同期療法装着心不全

患者における運動耐容能改善効果は非デバイス

患者より不良か？  心臓リハビリテーション

(JJCR) 2018, 24: 30-36 
 
4.  後藤葉一．疾病管理としての外来心臓リハビリ

テーション．  医学のあゆみ  2018, 265: 
1023-1029 

 
5.  Suzuki Y, Ito K, Yamamoto K, Fukui N, 

Yanagi H, Kitagaki K, Konishi H, Arakawa 
T, Nakanishi M, Goto Y. Predictors of 
improvements in exercise capacity during 
cardiac rehabilitation in the recovery phase 
after coronary artery bypass graft surgery 
versus acute myocardial infarction. Heart 
Vessels 2018; 33:358-366,  
doi:  10.1007/s00380-017-1076-2 
 

6.  Maniwa N, Fujino M, Nakai M, Nishimura 
K, Miyamoto Y, Kataoka Y, Asaumi Y, 
Tahara Y, Nakanishi M, Anzai T, Kusano K, 
Akasaka T, Goto Y, Noguchi T, Yasuda S. 
Anticoagulation combined with antiplatelet 
therapy in patients with left ventricular 
thrombus after first acute myocardial 
infarction. Eur Heart J 2018; 39: 201-208, 
doi:10.1093/eurheartj/ehx551 

 
7.  Nakao YM, Miyamoto Y, Higashi M, 

Noguchi T, Ohishi M, Kubota I, Tsutsui H, 

Kawasaki T, Furukawa Y, Yoshimura M, 
Morita H, Nishimura K, Kada A, Goto Y, 
Okamura T,Tei C, Tomoike H, Naito H, 
Yasuda S. Sex differences in impact of 
coronary artery calcification to predict 
coronary artery disease. Heart 2018; 104: 
11189-1124,  
doi: 10.1136/heartjnl-2017-312151 

 
8.  Marume K, Takashio S, Nakanishi M, 

Kumasaka, L, Fukui S, Nakao K, Arakawa 
T, Yanase M, Noguchi T, Yasuda S, Goto Y. 
Efficacy of cardiac rehabilitation in heart 
failure patients with low body mass index. 
Circ J 2019; 83: 334 – 341, doi: 
10.1253/circj.CJ-18-0852 

 

 

小室 一成（研究分担者） 
 
1．Uchino Y, Watanabe M, Takata M, Amiya E, 

Tsushima K, Adachi T, Hiroi Y, Funazaki T, 
Komuro I. Effect of oral branched－chain 
amino acids on serum albumin 
concentration in heart failure patients with 
hypoalbuminemia: Results of a preliminary 
study. Am J Cardiovasc 
Drugs. 18:327-332, 2018. 

 
2．Yonenaga A, Hasumi E, Fujiu K, Ushiku A, 

Hatano M, Ando J, Morita H, Watanabe M, 
Komuro I. Prognostic improvement of acute 
necrotizing eosinophilic myocarditis 
(ANEM) through a rapid pathological 
diagnosis and appropriate therapy. Int 
Heart J. 59:641-646, 2018. 

 
3．Kojima T, Fujiu K, Fukuma N, Matsunaga H, 

Oshima T, Matsuda J, Matsubara T, 
Shimizu Y, Oguri G, Hasumi E, Morita H, 
Komuro I. Periprocedural complications in 
patients undergoing catheter ablation of 
atrial fibrillation without discontinuation of 
a vitamin K antagonist and direct oral 
anticoagulants. Circ J. 82:1552-1557, 2018. 

 
4．Tajima T, Morita H, Ito K, Yamazaki T, Kubo 

M, Komuro I, Momozawa Y. Blood 
lipid-related low-frequency variants in 
LDLR and PCSK9 are associated with onset 
age and risk of myocardial infarction in 
Japanese. Sci Rep 8: 8107, 2018 
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5．Sato T, Hatano M, Iwasaki Y, Maki H, Saito 
A, Minatsuki S, Inaba T, Amiya E, Fujio K, 
Watanabe M, Yamamoto K, Komuro I. 
Prevalence of primary Sjögren's syndrome 
in patients undergoing evaluation for 
pulmonary arterial hypertension. PLoS One. 
13:e0197297, 2018. 

 
6．Ueda K, Takimoto E, Lu Q, Liu P, Fukuma N, 

Adachi Y, Suzuki R, Chou S, Baur W, 
Aronovitz MJ, Greenberg AS, Komuro I, 
Karas RH. Membrane-initiated estrogen 
receptor signaling mediates metabolic 
homeostasis via central activation of protein 
phosphatase 2A.  
Diabetes. 67:1524-1537, 2018. 

 
7．Kubota K, Soma K, Uehara M, Inaba T, Saito 

A, Takeda N, Hatano M, Morita H, Inuzuka 
R, Hirata Y, Yao A, Komuro I. Combined 
surgical and medical therapy for candida 
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Harada M, Ikeda Y, Kumagai H, Nomura S, 
Takimoto E, Akazawa H, Ako J, Komuro I. 
Distinct variants affecting differential 
splicing of TGFBR1 exon5 cause either 
Loeys–Dietz syndrome or multiple 
self-healing squamous epithelioma. Eur J 
Hum Genet 26: 1151-1158, 2018 

 
16. Sumida T, Lincoln MR, Ukeje CM, 

Rodriguez DM, Akazawa H, Noda T, Naito 
AT, Komuro I, Dominguez-Villar M, Hafler 
DA. Activated β-catenin in Foxp3+ 
regulatory T cells links inflammatory 
environments to autoimmunity. Nat 
Immunol. 19:1391-1402, 2018. 

 
17．Nomura S, Satoh M, Fujita T, Higo T, 

Sumida T, Ko T, Yamaguchi T, Tobita T, 
Naito AT, Ito M, Fujita K, Harada M, Toko 



10 
 
 

H, Kobayashi Y, Ito K, Takimoto E, 
Akazawa H, Morita H, Aburatani H, 
Komuro I. Cardiomyocyte gene programs 
encoding morphological and functional 
signatures in cardiac hypertrophy and 
failure. Nat Commun. 9:4435, 2018 

 
18．Itoh H, Komuro I, Takeuchi M, Akasaka T, 

Daida H, Egashira Y, Fujita H, Higaki J, 
Hirata KI, Ishibashi S, Isshiki T, Ito S, 
Kashiwagi A, Kato S, Kitagawa K, 
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Setoh K, Ohmura K, Watanabe R, Horita T, 
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Identification of pathogenic mutations for 
dilated cardiomyopathy accompanied with 
unicuspid aortic valve.Circ J 82: 1723, 2018 
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H, Yatomi Y, Komuro I. 
Role of anemia and proteinuria in the 
development of subsequent renal function 
deterioration in a general population with 
preserved glomerular filtration rate: a 
community-based cohort study. 
Journal of Nephrology 32: 775-781, 2019 

 
14.  Nakayama A, Morita H, Komuro I. 

Comprehensive cardiac rehabilitation as a 
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Tsuchihashi-Makaya M, Tsutsui H and 
Saito Y. Simple risk score to predict 
survival in acute decompensated heart 
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anthracycline-induced cardiotoxicity. Clin 
Res Cardiol 108(6):600-611, 2019 Jun 

 
 
福本 義弘（研究分担者） 
 
1 ．  Adachi H, Enomoto M, Fukami A, 

Nakamura S, Nohara Y, Kono S, Sakaue A,  
Hamamura H, Toyomasu K, Yamamoto M, 
Umeki Y, Fukumoto Y. Trends in 
nutritional intake and coronary risk factors 
over 60 years among Japanese men in 
Tanushimaru. Heart Vessels. 2020 Jan 29. 
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誌 第149巻 第3号 2020年6月ｐ473-486 
 

6.  Kamiya K, Sato Y, Takahashi T, 
Tsuchihashi-Makaya M, Kotooka N, 
Ikegame T, Takura T, Yamamoto T, 
Nagayama M, Goto Y, Makita S, Isobe M: 
Multidiciplinary cardiac rehabilitation and 
long-term prognosis in patients with Heart 
Failure. Circ Heart Fail on line 2020.9.29 

 
7.  水野 篤, 伊東紀揮, 齋藤慶子, 根井あずさ, 

関下禅美, 根田一成, 服部絵美, 堀部秀夫, 池

亀俊美, 渡辺徳, 齊藤正和, 磯部光章：心不全
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療・オンライン座談会  Medical Practice38
巻 1 号《特集：在宅診療と地域医療》 

  

https://www.bunkodo.co.jp/magazine/JPVU
7PU8FY.html?from=backNumber 

 
9. 「ポストコロナの医療情報」 日本医療情報学会

誌「医療情報学」40 巻 4 号 
     

https://www.jami.jp/document/magIndex.ph
p 

 
10.「【コラム】今やっているケアとオンライン診療

の兼ね合いは？新しい施設運営のかたち」 
  「 治 療 」 2021 年 /103 巻 2 月 号 

http://www.nanzando.com/journals/chiryo/ 
 
11. 「在宅のオンライン診療もあるって聞いたけど

……」「治療」2021 年/103 巻 2 月号 
     http://www.nanzando.com/journals/chiryo/ 
 
12. 「テレメディシンと遠隔診療」※査読あり「日

本プライマリ・ケア連合学会 基本研修ハンド
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ブ ッ ク 」 改 訂 3 版 

http://www.nanzando.com/books/20212.php 
 

13. 「アジアにおけるオンライン診療の現状と課題」

月刊『カレントテラピー』(Vol1.39 No. 4) 
     

https://www.fujisan.co.jp/product/1281691512
/b/list/ 

 
14. 「医療機関の類型とそこで求められる総合診療

医の働き方」 総合診療専門研修 公式テキスト

ブック  
 
https://www.nikkeibp.co.jp/atclpubmkt/book/2
0/281830/ 
 

15. 「心不全のオンライン診療」「日本臨床」心不全

の診療 update 月刊誌「日本臨牀」2021 年 
8 月 （ 79 巻 8 号 ）

http://www.nippon-rinsho.co.jp/g_back.html 
 
16. 高橋泰・武藤真祐・加藤雅之 「新型コロナウイ

ルスの実態を再考する―感染 7 段階モデル

ver.2 の紹介」 
『 社 会 保 険 旬 報 』 2020.10.21 号 （ № 2799
［pp.6-16］） 
        

https://info.shaho.co.jp/iryou/archives/202010/
11707 

 
17. 高橋泰・武藤真祐・加藤雅之 「新型コロナの実

態予測と今後に向けた提言」『社会保険旬報』 
2020.6.21 号、7.1 号（№2787［pp.6-15］、№2788
［pp.18-28］） 
https://info.shaho.co.jp/iryou/archives/202007/
10779 
 

18. 「在宅救急は COVID-19 といかに立ち向かうの

か！」（査読あり）介護現場における新型コ 
ロナウイルス感染拡大予防への示唆 ※刊行年

月日未定 
 
その他 
1,  日本医師会 COVID-19 有識者会議 
    

https://www.covid19-jma-medical-expert-meet
ing.jp/topic/2196 

 
2.  API:ワーキング・グループメンバーとして参加 

https://apinitiative.org/2020/09/29/11105/?f
bclid=IwAR3dcro02YApXjwAuxQ3cwdj9ec
HyqfUpmgAx_pHkRpNoxR7UyrwpXs4few 

 
 

森田 啓行（研究分担者） 
 
1.  Nakayama A, Morita H, Fujiwara T, 

Komuro I. Effects of treatment by female 
cardiologists on short-term readmission 
rates of patients hospitalized with 
cardiovascular diseases. Circulation 
Journal 83: 1937-1943, 2019 

 
2.  Nakayama A, Nagayama M, Morita H, 

Tajima M, Mahara K, Uemura Y, Tomoike 
H, Komuro I, Isobe M. A large-scale cohort 
study of long-term cardiac rehabilitation: A 
prospective cross-sectional study. 
International Journal of Cardiology 309; 
1-7, 2020 

 
3.  Nakayama A, Takayama N, Kobayashi M, 

Hyodo K, Maeshima N, Fujiwara T, Morita 
H,  Komuro I. Remote cardiac 
rehabilitation is a good alternative of 
outpatient cardiac rehabilitation in the 
COVID-19 era. Environmental Health and 
Preventive Medicine 25, Article number: 48, 
2020 

 
4.  Nakayama A, Nagayama M, Morita H, 

Kawahara T, Komuro I, Isobe M. The use 
of geographical analysis in assessing the 
impact of patients’ home addresses on their 
participation in outpatient cardiac 
rehabilitation: A prospective cohort study. 
Environmental Health and Preventive 
Medicine 25, Article number: 76, 2020 

 
5.  Kaneko H, Itoh H, Kiriyama H, Kamon T, 

Fujiu K, Morita K, Michihata N, Jo T, 
Takeda N, Morita H, Yasunaga H, Komuro 
I. Lipid profile and subsequent 
cardiovascular disease among young adults 
aged < 50 years. American Journal of 
Cardiology 142: 59-65, 2021 

 
提言 
1.  日本脳卒中学会・日本循環器学会「脳卒中と循

環器病克服第二次 5ヵ年計画」(2021 年 3 月) 

 
 

弓野 大（研究分担者） 
 
1．「プライマリ・ケア医が知っておくべき心不全診

療」治療 Vol.102, No.6  株式会社南山堂（編

集幹事：弓野 大）2020 年 6 月発行 
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2. 「心不全の在宅ケアとは？①総論」心不全診療ア

ップグレード、株式会社日本医事新報社 2021

年 3 月発行 

 

3.「高齢心不全患者の再入院予防を目的とした地域

循環器クリニックでの在宅医療システム構築の

取り組み」Therapeutic Research 41 巻 9 号, 

713-715, 2020 年 9月 

 

4.「心不全診療における地域医療の役割」BIO 

Clinica 心不全パンデミックへの挑戦, 2021 年

3 月 

 

その他 

1.  日本循環器学会ガイドライン「循環器疾患にお

ける緩和ケアについての提言」（2021年改訂版）

協力員 

 

2.  日本循環器学会/日本心臓リハビリテーション

学会合同ガイドライン「心血管疾患におけるリ

ハビリテーションに関するガイドライン」

（2021 年改訂版）班員 

 

 
2.  学会発表 
 
（平成30年度） 
 
磯部  光章（研究代表者） 
 
学会・シンポジウム等における口頭・ポスター発表 

1. 磯部光章 大会特別シンポジウム 2 国策とし

ての「ストップ CVD」～健康長寿社会の実現に

向けて～超高齢社会での心不全診療体制の構

築に向けて,第24回日本心臓リハビリテーショ

ン学会学術集会,横浜,2018 年 7月 15 日 

 

2. 磯部光章 パネルディスカッション 1 我が国

における心不全医療体制への新提言：増え続け

る超高齢患者をどうする？ 急性期から慢性

期を通じた心不全医療提供体制の構築,第22回

日本心不全学会学術集会,東京,2018 年 10 月 11

日 

 

3. 磯部光章：シンポジウム脳卒中と循環器病克服

5ヶ年計画は達成可能か」0次予防から 3次予

防まで「Countermeasures against 

cardiovascular diseases」日本循環器学会、

横浜、2019 年 3 月 30 日 

 

4. 磯部光章：会長特別企画厚生労働省事業

Effects of multidisciplinary cardiac 
rehabilitation for patients with heart 
failure on clinical outcomes and health 
care costs: Nationwide surveillance, 
retrospective multicenter cohort study and 
cohort registration studies (AMED-CHF 
CR Study). 日本循環器学会、横浜、2019 年 

 

 

安斉 俊久（研究分担者） 

 

1．安斉俊久．心不全緩和ケアの現状と課題. 第２３

回日本心臓血管麻酔学会学術大会．特別講演．

2018年9月 東京 
 
2．安斉俊久．心不全緩和ケアのニーズと概念． 日

本心不全学会/日本循環器心身医学会ジョイント

シンポジウム．第２２回日本心不全学会学術集会. 
2018年10月 東京 

 
 
木原 康樹（研究分担者） 
 
国内学会発表 
1. 梶川正人,森本陽香,松井翔吾,小田望,岸本真治,橋

本東樹,丸橋達也,平野陽豊,日高貴之,中島歩,野間

玄督,木原康樹,鵜川貞二,辻敏夫,東幸仁. 動脈硬

化性疾患発症予防を目的とした新しい血管内皮

機能測定器改良型ezFMDの有用性. 第3回日本

血管不全学会学術集会. 2018年4月14日,神奈川. 
 
2. 丸橋達也,木原康樹,冨山博史,東幸仁. 血管不全定

義 PWV, FMD, EndoPAT, CAVIについて指針

案と発表と討議. 第3回日本血管不全学会学術集

会. 2018年4月14日,神奈川. 
 

3. 宇都宮裕人,板橋裕史,小林さゆき,吉田純,池永寛

樹,日高貴之,木原康樹,Alfredo Trento, Sibal Kar,
塩田隆弘 . 経カテーテル的僧帽弁形成術 
(MitraClip) が僧帽弁形態にあたえる影響―機

能性僧帽弁逆流における検討―. 日本心エコー

図学会第29回学術集会. 2018年4月26－28日,岩
手. 
 

4. 須澤仁,日髙貴之,泉可奈子,原田侑,木下未来,板倉

希帆,宇都宮裕人,木原康樹. 無症候性の一次性重

症僧帽弁閉鎖不全症 患者における、最大酸素摂

取量と最大運動負荷時の肺動脈楔入圧の予測因

子の検討. 日本心エコー図学会第29回学術集会. 
2018年4月26－28日,岩手. 
 

5. 木原康樹. 心不全を評価する、心不全に対処する. 
第22回日本心血管内分泌代謝学会学術集会 . 
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2018年4月29日,宮崎. 
 

6. 渡邊信寛,石橋堅,新田和宏,宇都宮裕人,西樂顕典,
北川知郎,日髙貴之,福田幸弘,栗栖智,中野由紀子,
山本秀也,木原康樹. 重症冠動脈疾患を合併し、侵

襲的治療を行った老人性全身性アミロイドーシ

スの1例 . 第118回日本内科学会中国地方会 . 
2018年5月19日,鳥取. 
 

7. 木原康樹. 高齢者心不全患者の治療に関するス

テートメント. 第112回日本循環器学会中国・四

国合同地方会. 2018年6月2-3日,広島. 
 

8. 松井翔吾,住元庸二,新田和宏,池永寛樹,丸橋達也,
石橋堅,福田幸弘,栗栖智,東幸仁,木原康樹. 第1世
代薬剤溶出性ステント留置後の再狭窄病変に対

する治療中に、非血栓性構造物の冠動脈塞栓を認

めた1例. 第112回日本循環器学会中国・四国合同

地方会. 2018年6月2-3日,広島. 
 

9. 奥迫諒,石橋堅,新田和宏,宇都宮裕人,北川知郎,日
髙貴之,福田幸弘,栗栖智,中野由紀子,山本秀也,木
原康樹. 冠動脈不全を来したベーチェット病の

病勢をFDG-PETで追うことができた1例. 第112
回日本循環器学会中国・四国合同地方会. 2018年
6月2-3日,広島. 
 

10. 原田侑,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,木下未来,日
髙貴之,木原康樹. 3次元経食道心臓超音波を用い

た運動誘発性僧帽弁逆流の規定因子. 日本超音

波医学会第91回学術集会. 2018年6月8－10日,兵
庫. 
 

11. 宇都宮裕人,須澤仁,泉可奈子,原田侑,木下未来,板
倉希帆 ,日高貴之 ,木原康樹 . Mechanisms of 
Effort Intolerance in Asymptomatic/Minimally 
Symptomatic Degenerative Mitral 
Regurgitation: A Simultaneous 
Invasive–Noninvasive Study. 日本超音波医学

会第91回学術集会. 2018年6月8－10日,兵庫. 
 

12. 板倉希帆,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木下未来,宇都

宮裕人,日髙貴之,木原康樹. 持続性心房細動の洞

調律化による右心系形態の変化についての検討. 
日本超音波医学会第91回学術集会. 2018年6月8
－10日,兵庫. 
 

13. 宇都宮裕人,板橋裕史,池永寛樹,須澤仁,住元庸二,
福田幸弘,塩田隆弘,木原康樹. Comparison of 
mitral valve geometrical effect of 
percutaneous edge-to-edge repair between 
central and eccentric functional mitral 
regurgitation. 第9回日本経カテーテル心臓弁

治療学会学術集会. 2018年7月8日,大阪. 
 

14. 須澤仁,泉可奈子,原田侑,住元庸二,木下未来,板倉

希帆,宇都宮裕人,日高貴之,福田幸弘,木原康樹. 
当院におけるドブタミン負荷経食道心エコー図

検査によるLow-Flow Low-Gradient Severe 
ASの診断. 第9回日本経カテーテル心臓弁治療

学会学術集会. 2018年7月8日,大阪. 
 

15. Amioka M, Nakano Y, Sairaku A, 
Tokuyama T, Motoda C, Matsumura H, 
Tomomori S, Hironobe N, Okubo Y, 
Okamura S, Kihara Y. Ser96Ala Genetic 
Variant of Human Histidine-rich 
Calcium-binding Protein May Be a Genetic 
Predictor of Recurrence after Catheter 
Ablation in Patients with Paroxysmal Atrial 
Fibrillation. 第65回日本不整脈心電学会学術集

会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

16. Hironobe N, Nakano Y, Okamura S, Okubo 
Y, Amioka M, Tomomori S, Marsumura H, 
Motoda C, Tokuyama T, Sairaku A, Kihara 
Y. Persistant Atrial Fibrillation and 
Diabetesare Independent Predictors of 
Tachycardia Induced Cardiomyopathy in 
Patients with Atrial Fibrillarion. 第65回日本

不整脈心電学会学術集会. 2018年7月11－14日,
東京. 
 

17. Hironobe N, Sairaku A, Okamura S, Okubo 
Y, Amioka M, Tomomori S, Matsumura H, 
Motoda C, Tokuyama T, Nakano Y, Kihara 
Y. To Ablate or Not to Ablate, That Is the 
Qyestion : Asymptomatic Paroxysmal Atrial 
Fibrillation. 第65回日本不整脈心電学会学術集

会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

18. Okubo Y, Nakano Y, Kihara Y, et al. 
Characteristics of Non-pulmonary vein foci 
in patients with paroxysmal atrial 
fibrillation. 第65回日本不整脈心電学会学術集

会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

19. Okubo Y, Nakano Y, Kihara Y, et al. Large 
size hiatal hernia may add vulnerability to 
occurrence of atrial fibrillation. 第65回日本

不整脈心電学会学術集会. 2018年7月11－14日,
東京. 
 

20. Okamura S, Nakano Y, Kihara Y, et al. 
Cardiac Autonomic Activity Quantification 
Using Peripheral Arterial Tone 
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Measurement. 第65回日本不整脈心電学会学術

集会. 2018年7月11－14日,東京. 
 

21. 木原康樹. 高齢心不全患者の治療に関るステー

トメントを考える. 第24回日本心臓リハビリテ

ーション学会学術集会. 2018年7月14－15日,神
奈川. 
 

22. Ishibashi K, Kurisu S, Nitta K, Sumimoto Y, 
Fukuda Y, Yamamoto H, Kihara Y. 
Retrograde approach during CTO-PCI 
increases the myocardial damage. 第27回日

本心血管インターベンション治療学会学術集会. 
2018年8月2－4日,兵庫. 
 

23. 新田和宏,住元庸二,池永寛樹,石橋堅,福田幸弘,木
原康樹. 非閉塞性冠動脈疾患患者におけるスペ

クトでの心筋虚血と左心室拡張期パラメータと

の関係. 第27回日本心血管インターベンション

治療学会学術集会. 2018年8月2－4日,兵庫. 
 

24. 原田侑,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,木下未来,板
倉希帆,日高貴之 ,木原康樹 . Exercise induced 
MRを3次元経食道超音波で評価した１症例とそ

の検討. 日本超音波医学会第54回中国地方会学

術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

25. 岡野典子,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
急性リンパ性白血病既往患者において薬剤性心

筋症と右室内血栓の合併が疑われた1例. 日本超

音波医学会第54回中国地方会学術集会. 2018年9
月1日,広島. 
 

26. 加納昭子,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
冠静脈洞型心房中隔欠損症(unroofed coronary 
sinus : URCS）no）の1例. 日本超音波医学会第

54回中国地方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

27. 日髙貴之,木原康樹,宇都宮裕人,須澤仁,木下未来,
原田侑,板倉希帆,泉可奈子. 侵襲的肺動脈圧測定

と心エコー経三尖弁圧較差を用いた運動負荷中

右房圧の測定. 日本超音波医学会第54回中国地

方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

28. 山路貴之,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,日髙貴之,新田和宏,丸橋達也,木原康樹. 
三次元経食道心エコーにて卵円孔に嵌頓した深

部静脈由来血栓を確認し、奇異性脳塞栓を未然に

防ぎえた1例. 日本超音波医学会第54回中国地方

会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

29. 横山幸枝,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
経胸壁心エコー図検査で壁在血栓が疑われたが、

経食道心エコー図検査では著明なもやもやエコ

ーであった1例. 日本超音波医学会第54回中国地

方会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

30. 須澤仁,泉可奈子,原田侑,木下未来,板倉希帆,宇都

宮裕人,日髙貴之,木原康樹. 右室転移を来した中

皮腫の一例. 日本超音波医学会第54回中国地方

会学術集会. 2018年9月1日,広島. 
 

31. 浅田佳奈,宇都宮裕人,泉可奈子,須澤仁,原田侑,木
下未来,板倉希帆,横崎典哉,日髙貴之,木原康樹. 
心室中隔穿孔閉鎖術後に発症した右室内血栓の1
例. 日本超音波医学会第54回中国地方会学術集

会. 2018年9月1日,広島. 
 

32. 栗栖智,住元庸二,池永寛樹,石橋堅,福田幸弘,木原

康樹. 負荷心筋血流SPECTのタリウム洗い出し

における心房細動の影響. 第66回日本心臓病学

会学術集会. 2018年9月7日－9日,大阪. 
 

33. 日髙貴之,木原康樹,北川知郎,中麻規子,中山奨. 
在宅心不全患者の疾病管理を支える地域医療ネ

ットワーク. 第66回日本心臓病学会学術集会. 
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Session 2019 年 3 月 29 日, 大阪 (国内) 

 
8. 後藤葉一．Current Status and Future Shape 

of Cardiovascular Care in Japan: 
Importance of Exercise and Nutrition 
Intervention in Post-discharge Disease 
Management. 口頭発表, 第 84 回日本循環器

学会学術集会シンポジウム「超高齢化・医療費膨

張時代における循環器医療提供体制と医療政策

のあり方」 2019 年 3 月 31 日, 大阪 (国内) 
 
 
小室 一成（研究分担者） 
 
1.  第83回日本循環器学会学術集会代表理事講演(20

19年3月30日) 
Task and Outlook of Cardiovascular  
Medicine in Japan-Future Direction of the
 JCS 

 
 
筒井 裕之（研究分担者） 
 
1. 第11回日本性差医学・医療学会学術集会 (平成3

0年1月21日, 福岡) 
筒井裕之: 心不全診療・研究の現状と将来展望. 
(ランチョンセミナー) 

 
2. 第10回福岡県医学会総会専門医共通講習会 (平

成30年2月4日, 福岡) 
筒井裕之: 心不全医療の最新動向. (シンポジウ
ム) 

 
3. 第51回日本痛風・核酸代謝学会総会 (平成30年2

月22日・23日, 鳥取) 
筒井裕之: 心不全併存症としての高尿酸血症・痛
風の治療指針 ～日本心不全学会の立場から～. 
(シンポジウム) 

 
4. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2

3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン 
2017～改訂のポイント～. (ランチョンセミナ
ー) 

 
5. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2

3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン 
2017～急性心不全を中心に～. (日本集中治療医
学会ジョイントセッション) 

 
6. 第82回日本循環器学会学術集会 (平成30年3月2

3日～25日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン（2
017 年改訂版）日本循環器学会/日本心不全学会
 合同ガイドライン. (委員会セッション（ガイド
ライン委員会）) 

 
7. 第112回日本循環器学会中国・四国合同地方会 

(平成30年6月2日・3日, 広島) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～.  

 
8. 第248回循環器学会 関東甲信越地方会 (平成3

0年6月9日, 東京) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～.  

 
9. 第248回日本循環器学会関東甲信越地方会 (平

成30年6月9日, 東京) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン2
017 ～改訂のポイント～. (教育セッション) 

 
10. 日本心不全学会チーム医療推進委員会 (平成30

年7月28日, 大阪) 
筒井裕之: ここが変わった！急性・慢性心不全診
療ガイドライン. (教育セミナー) 

 
11. 第66回日本心臓病学会学術集会 (平成30年9月7

日～9日, 大阪) 
筒井裕之: 急性・慢性心不全診療ガイドライン
（改訂版）. (企業向けセミナー：循環器疾患ガ
イドラインを臨床に活かす) 

 
12. 第41回日本高血圧学会総会 (平成30年9月14日

～16日, 北海道) 
篠原啓介，柴田理紗，廣岡良隆，筒井裕之: 心不
全の進展における高血圧の関与:心脳連関を含め
た病態機序 (Hypertension-associated patho
physiology of heart failure). (シンポジウム) 

 
13. 第125回日本循環器学会九州地方会 (平成30年1

2月1日, 福岡) 
筒井裕之: ガイドラインに学ぶ急性心不全マネ
ージメントのポイント. (研修医教育セミナー) 

 
14. 第21回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集

会 (平成31年1月11日～13日, 岡山) 
坂本一郎: 心不全治療における薬物療法の功罪.

 (教育講演) 
 
15. 第21回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集

会 (平成31年1月11日～13日, 岡山) 
肥後太基、坂本一郎、石北綾子、永富将太、 
樋口妙、筒井裕之: ACHD患者に対する心臓リハ
ビリテーション. (学術委員会シンポジウム) 

 
16. 第46回日本集中治療医学会学術集会 (平成31年
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3月1日～3日, 京都) 
筒井裕之: 最新の心不全診療ガイドラインを読
み解く. (ジョイントシンポジウム) 

 
17. 第83回日本循環器学会学術集会市民公開講座 

(平成31年3月24日, 横浜) 
筒井裕之: 心不全を知って、うまく付き合う. 
(講演) 

 
18. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月2

9日～31日, 横浜) 
H, T.: Efficacy and safety of ivabradine i
n Japanese patients with chronic heart  
failure and reduced ejection fraction:  
J-SHIFT Study. (Late Breaking Clinical  
Trials) 

 
19. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月 

29日～31日, 横浜) 
H, T.: Efficacy and safety of  
sacubitril/valsartan in Japanese patients  
with chronic heart failure and reduced  
ejection fraction: PARALLEL-HF Study.  
(Late Breaking Clinical Trials) 

 
20. 第83回日本循環器学会学術集会 (平成31年3月2

9日～31日, 横浜) 
筒井裕之: To prevent the development an
d progression of heart faiure: roadmap in
 the 5-year plan of STOP CVD. (シンポジ
ウム) 

 
 
福本 義弘（研究分担者） 
 
1.  第22回日本緩和医療学会学術集会 

（2018年6月15日〜17日：神戸） 
シンポジウム13 
柴田龍宏、大森崇史、岡村知直、柏木秀行、 
岸拓弥：九州心不全緩和ケア深論プロジェクト

が目指すもの 
一般演題（ポスター）  
中島菜穂子、柴田龍宏、山路裕美子、牛嶋浩子、

手塚久美、栗原和子、馬渡一寿、堀川直希、 
佐野智美、釘嶋美穂、福本義弘：重症心不全患

者に対するスクリーニングから見えてきた本邦

心不全患者のつらさ 
 
2.  第66回日本心臓病学会学術集会 

（2018年9月7日〜9月9日：大阪） 
シンポジウム2 
柴田龍宏、馬渡一寿、中島菜穂子、下園弘達、

南嶋裕美子、牛嶋浩子、高橋甚彌、堀川直希、

佐野智美、安川秀雄、福本義弘：地域包括的心

不全治療に緩和ケアをどう組み込むか 
会長特別企画 ケースに学ぶ23 
柴田龍宏：地域医療・在宅医療へ活かす緩和の

チーム医療実践 精神科医の果たすべき役割と、

地域への橋渡しのコツ 
チーム医療セッション4 
柴田龍宏、柏木秀行、大森崇史、岡村知直、 
岸拓弥、大石醒悟、水野篤、福本義弘：基本的

心不全緩和ケア普及のためのトレーニングコー

ス作成 
チーム医療委員会セッション 
柴田龍宏、中島菜穂子、柏木秀行、大森崇史、

岡村知直、岸拓弥、大石醒悟、水野篤、 
福本義弘：心不全診療におけるACPの普及を考

える 
 
3.  第22回日本心不全学会学術集会 

（2018年10月12日〜13日：東京） 
ジョイントシンポジウム 4  
日本循環器心身医学会 合同シンポジウム 
Tatsuhiro Shibata、Yoshihiro Fukumoto： 
Multidisciplinary approach to palliative  
care of advanced heart failure 
ハートチームシンポジウム1 
柴田龍宏、福本義弘：重症心不全患者に対する

緩和ケア的アプローチ 
ハートチームシンポジウム4 
柴田龍宏、福本義弘：心不全緩和医療における

次世代ハートチームの育成：心不全内科医の視

点 
一般演題（口述） 
Tatsuhiro Shibata, Kazutoshi Mawatari,  
Naoko Nakashima, Koutatsu Shimozono, 
 Yumiko Yamaji, Kouko Ushijima, Miki  
Murakami, Toshiyuki Yanai, Jinya  
Takahashi, Naoki Horikawa, Tomomi Sa
no, Hideo Yasukawa, Yoshihiro Fukumot
o： 
Impact of heart failure palliative care te
am establishment in patients with heart  
failure death in Kurume University  
Hospital 

 
4.  第75回日本循環器心身医学会学術総会 

（2018年11月4日：東京） 
日本循環器看護学会×日本循環器心身医学会ジ

ョイントシンポジウム 
柴田龍宏、下園弘達、馬渡一寿、中島菜穂子、

山路裕美子、牛嶋浩子、高橋甚彌、堀川直希、

佐野智美、安川秀雄、福本義弘：心不全緩和ケ

ア新時代に考えるACPの本質 医師の立場から 
 
 
山田 佐登美（研究分担者） 
 
1． 循環器疾患の患者に対する緩和ケア提供体制の
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あり方～循環器疾患患者に対する緩和ケア提供

体制のあり方に関するワーキンググループの報

告書（平成30年4月）より～ 
第15回日本循環器看護学会、平成30年10月27日 

 
2． 地域包括ケアシステムと心不全患者の緩和ケア、

第83回日本循環器学会、平成31年3月29日 
 
 
弓野 大（研究分担者） 
 
1.  2018年4月, 東京 

日本在宅医学会 第20回記念大会, シンポジウ

ム「高齢者心不全の在宅医療」 
日本在宅医学会 第20回記念大会, シンポジウ

ム「非癌の在宅医療における二人主治医制の可

能性」 
 
2.  2018年9月, 大阪 

第66回日本心臓病学会学術集会, シンポジウム

「高齢者心不全の在宅医療」 
第66回日本心臓病学会学術集会, 教育セッショ

ン「在宅現場で心不全の増悪をどのように察知

するか？」 
 
3.  2018年10月, 東京 

第22回日本心不全学会学術集会, ディスカッシ

ョン「地域での心不全医療―介護負担と終末期

医療の体制構築のために―」 
第22回日本心不全学会学術集会, ランチョンセ

ミナー「高齢者心不全の意思決定支援を識る―E
-FIELDからの学び―」 
第22回日本心不全学会学術集会, 教育講演「心

不全の在宅医療―医療専門職の更なる可能性

―」 
 
4.  2019年3月、横浜 

第83回日本循環器学会学術集会, ディスカッシ

ョン「Creating More Home-Time for  
Elderly Heart Failure Patients -Perspecti
ve of Home Medical Care」 
第83回日本循環器学会学術集会, 教育セッショ

ン「心不全の在宅ケア」 
 
 
（令和元年度） 
 
安斉 俊久（研究分担者） 

 
1. 濱谷康弘，仲井えり，宮田美知，中村絵美，河

野由枝，高田弥寿子，庵地雄太，舟橋紗耶華，
平山敦士，黒田健輔，天野雅史，菅野康夫，安
斉俊久，泉知里. Survey of palliative sedati
on in end-stage heart failure patients: a 

Five year experience in national cardiova
scular center. 第８３回日本循環器学会学術集
会．2019年3月 横浜 
 

2. 安斉俊久．最新の心不全治療から緩和ケアまで. 
日本心不全学会教育セミナー．2019年7月 米子 
 

3. 安斉俊久．末期心不全と緩和ケア．シンポジウ
ム１７．基調講演．第６７回日本心臓病学会学
術集会．2019年9月 名古屋 
 

4. 安斉俊久．循環器疾患における末期医療に関す
る提言の改訂について．日本循環器心身医学
会・日本心臓病学会ジョイントシンポジウム．
第６７回日本心臓病学会学術集会．2019年9月 
名古屋 
 

5. 濱谷康弘，高田弥寿子，宮本恵宏，河野由枝，
柴田龍宏，鈴木敦，西川満則，伊藤弘人，加藤
雅志，志賀剛，福本義弘，泉知里，安田聡，菅
野康夫，安斉俊久．心不全緩和ケアにおける診
療の質評価指標（Quality indicator）の策定と
実践．第６７回日本心臓病学会学術集会．2019
年9月 名古屋 

 

その他 

1. 安斉俊久．心不全ってなんですか？北海道心臓協

会市民フォーラム2019．2019年10月 札幌（市

民公開講座） 

 

 

今村 知明（研究分担者） 
 
1. 2019年11月14日～2019年11月14日（奈良県、

奈良県医師会館） 第40回奈良県公衆衛生学会
奈良県救急搬送統計を用いた高齢者施設タイプ
別救急搬送の実態 次橋幸男、赤羽学、今村知
明、吉井克昌. 
 

2. 2019年11月14日～2019年11月14日（奈良県、
奈良県医師会館） 第40回奈良県公衆衛生学会 
円滑な退院支援の実現にむけた医療と在宅医
療・介護職の他職種連携の課題に関する研究 
中谷友哉、岡本左和子、澤本万紀子、河本慶子、
濱田未来、今村知明. 
 

3. 2019年10月23日～2019年10月25日（高知県、
高知会館 3階平安） 第78回日本公衆衛生学会
総会 胃瘻造設術の減少と人工栄養の推移：レ
セプトデータを用いた患者数と生命予後の分析
 次橋幸男、 赤羽 学、 中西康裕、 林修一郎、
 野田龍也、 明神大也、 今村知明. 
 

4. 2019年10月23日～2019年10月25日（高知県、
高知会館 3階平安） 第78回日本公衆衛生学会
総会 奈良県における褥瘡患者数集計の検討：K
DBデータを用いて 菅野沙帆、久保慎一郎、赤
羽学、次橋幸男、今村知明. 
 

5. 2019年10月23日～2019年10月25日（高知県、
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ホテル日航高知旭ロイヤル3階 ゴールデンパ
シフィック）第78回日本公衆衛生学会総会 切
れ目のない連携のための退院支援に関する病院
と患者の認識調査 岡本左和子、河本慶子、今
村知明. 
 

その他 
1.  2019年09月20日～2019年09月21日（山口県、海

峡メッセ下関） 第17回日本臨床医療福祉学会 
 特別講演 超高齢社会で医療や介護分野で何が
起ころうとしているのか～医療構想と地域包括
ケアシステム～今村知明. 

 
 
江頭 正人（研究分担者） 
 
その他 
1． 第23回日本心不全学会学術集会ランチョンセミ

ナー23．講演Ⅰ「超高齢社会におけるフレイル

予防の重要性～栄養管理の重要性も含めて～」

広島国際会議場. 2019年10月6日（日） 
 

2.  神明台ハートセミナー．特別講演１「高齢者の

循環器疾患マネージメントにおける感染症予防

の重要性」公益財団法人日本心臓血圧研究振興

会附属榊原記念病院3F榊原ホール. 2019年10月
18日（金）       
 

 
木原 康樹（研究分担者） 
 
1. 木原康樹. 超高齢社会における循環器診療. 第 1

回日本在宅医療連合学会大会. 2019年7月14日,
東京. 
 

2. 木原康樹. 心不全治療の到達点と残された課題. 
第 23 回日本心不全学会学術集会. 2019 年 10 月

4 日,広島. 
 

3. 木原康樹. 心不全に放つ 3 本の矢～心臓を診る、

人を看る、社会を観る～：チームを担う医療専

門職へのメッセージ. 第 23 回日本心不全学会学

術集会. 2019 年 10 月 5 日,広島. 
 

4. 木原康樹. 心不全の病診連携. 第 33 回日本臨床

内科医学会. 2019 年 10 月 13 日,広島. 
 

5. 木原康樹. 心不全の地域医療連携. 第 115回日本

循環器学会中国地方会. 2019年 11月 30日,広島. 
 

6. 第 23回日本心不全学会学術集会 大会長 木原

康樹 令和元年（2019 年）10 月 4－6 日、広島

国際会議場、広島 
 
 

香坂 俊（研究分担者） 
 
1.  M Yukino, Y Nagatomo, A Goda, Y Sujino, A 

Mizuno, T Kohno, Y Shiraishi, S Kohsaka, T 
Yoshikawa. Use of non- invasive positive 
pressure ventilation is associated with 
worse short-term outcome after discharge 
for elderly patients with acute 
decompensated heart failure 
Heart Failure 2019 

 
2.  長友祐司 2019 年心臓病学会会長特別企画 

HFｐEF 治療における治療ターゲットを再考す

る HFpEF の疾患プロセスにおける左室リモデ

リングとは 
 
 
筒井 裕之（研究分担者） 
 
1. 筒井裕之：急性・慢性心不全診療ガイドライン2

017を読み解く，第8回臨床高血圧フォーラムス
ポンサードセッション，2019年5月12日，久留
米 

 
2. 筒井裕之：心不全診療update，Kyushu PReve

nt2019，2019年6月2日，福岡 
 
3. 筒井裕之：ガイドラインに準拠した心不全診療，

日本内科学会北陸支部第77回生涯教育講演会，2
019年6月16日,福井 

 
4. 筒井裕之：ガイドライン準拠 診療の現状と将

来（特別講演），第19回神奈川循環器フォーラ
ム，2019年7月20日，横浜 

 
5. 筒井裕之：地域連携に必要な心不全診療エッセ

ンス～ガイドラインを読む～（特別講演），第3
7回シーサイドハートカンファランス，2019年1
1月13日，福岡 

 
 
福本 義弘（研究分担者） 
 
1.  EuroPrevent 2019, Lisbon, Portugal, 2019

年 4 月 12 日（Fri） 
Symposium “ Exercise training in heart 
failure patients with various clinical 
presentations–  case-based discussions” 
Yoshihiro Fukumoto: Cases with atrial and 
ventricular arrhythmias: How to handle 
the risk of arrhythmia during exercise? 

 
2.  日本内科学会東北地方会 第 73 回 生涯教育講

演会、仙台、2019 年 6 月 22 日（土） 
教育講演 4 
福本義弘：Onco-cardiology の重要性 
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3.  第 23 回 日本心不全学会学術集会、広島、2019

年 10 月 5 日（土） 
アフタヌーンセミナー 
福本義弘：超高齢社会における心不全について 

 
4.  第 23 回 日本心不全学会学術集会、広島、2019

年 10 月 6 日（日） 
特別企画 9「災害時における心不全診療」 
福本義弘：東日本大震災における循環器疾患発

症率の変化 
 
5.  日本心臓リハビリテーション学会 第4回東北支

部地方会、仙台、2019 年 12 月 8 日（日） 
特別講演 
福本義弘：超高齢社会における心臓リハビリテ

ーションと多職種連携の重要性 
 
 
山田 佐登美（研究分担者） 
 
1.  山田佐登美：看護師特定行為研修の概要と循環

器看護への影響、第 16回日本循環器看護学会学

術集会パネルディスカッション、2019 年 11 月 2

日 

 

2.  山田佐登美：心不全患者の緩和ケアにおける看

護師の役割と育成のあり方、第 67回日本心臓病

学会学術集会シンポジウム、2019 年、9月 15

日 

 

その他 

1.  講演：地域で紡ぐ心不全患者の緩和ケア ～患

者の自律を促進するアプローチ～、心不全連携

を考える会 ㏌ 市原、2019 年 11 月 20 日 

 

2.  厚生労働省2020年度診療報酬改定に向けた医療

技術評価提案書学会ヒアリング（心不全再入院

予防指導管理料、在宅患者訪問看護・指導料 3）

2019 年 8月 8日（木）（日本循環器看護学会政

策・診療報酬委員会委員長として参加） 

 

3.  高血圧症治療ガイドライン 2019（2019 年 4 月 25

日発行）に外部評価委員として参加 

 

4.  講演：地域包括ケアと看護職の役割～心不全患

者を例として～、広島県看護協会研修会、2019

年 10 月 28 日 

 

5． 講演：認定看護師の未来志向、岡山県看護協会

研修会、2019 年 11月 25 日 

 

 
弓野 大（研究分担者） 
 
1． 第30回日本臨床モニター学会総会, セミナー「高

齢心不全患者のHome-Timeのために―在宅医
療の立場から―」2019年4月, 千葉 

 
2.  第1回日本在宅医療連合学会大会, シンポジウム

「高齢心不全患者を地域でいかに効率的にみて 
 いくか」2019年7月, 東京 

 
3.  第67回日本心臓病学会学術集会, シンポジウム

「在宅医療を治療戦略のひとつへ」 
2019年9月, 名古屋 

 
4.  第67回日本心臓病学会学術集会, 基調講演「心不

全の在宅緩和ケア」2019年9月, 名古屋 
 
5.  第67回日本心臓病学会学術集会,「在宅看取りの

実際」2019年9月, 名古屋 
 
6.  第67回日本心臓病学会学術集会,「心不全患者の

多様性に応える―予防から看取りまで―」 
    2019年9月, 名古屋 
 
7.  第23回日本心不全学会学術集会,シンポジウム

「心不全の地域医療における ICT活用の課題： 
Challenge of ICT Utilization for Commun
ity Medicine of Heart Failure Patients」 
2019年10月, 広島 

 
8.  第23回日本心不全学会学術集会,シンポジウム

「高齢心不全患者の在宅医療の実際―フレイル 
 や認知症を合併する事例から―：Perspective  
of Home-based Medical Care for Elderly 
Heart Failure  
Patients with Frailty and Dementia」 
2019年10月, 広島 

 
その他 
1. 日本循環器学会ガイドライン「循環器疾患におけ

る緩和ケアについての提言（2020年改訂版）」
協力員 

 
 
（令和2年度） 
 

磯部 光章（研究代表者） 

 

市民講座開催・発表等 

開催 

1．公開シンポジウム「かかりつけ医によるこれから

の心不全診療：循環器病対策推進基本計画策定を

受けて」2021 年 3月 6日 

発言 

1．「高齢者心不全患者のケアにおけるかかりつけ医

と多職種の役割」かかりつけ医によるこれからの
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心不全診療：循環器病対策推進基本計画策定を受

けて 2021 年 3月 6日 

 

その他 

プレスリリース 

1.  地域かかりつけ医、在宅医、周辺多職種を対象

として高齢者心不全患者診療ガイドブックが完

成  2020 年 11 月 25 日 

 

2. 心不全患者に対する新たな治療～心臓リハビリ

テーションの有効性に関する研究～2020 年 9 月

30 日 

 

3.  イベント「心臓を守る健康レシピ」 

 

マスメディア発表 

1.  シリーズ◎心不全を克服せよ トピック◎国内

の大規模後ろ向き研究の結果 心臓リハビリ、

HFpEFとフレイルの予後も改善 日経メディカル 

2020 年 12 月 21 日 

心臓リハビリ、HFpEFとフレイルの予後も改善：

日経メディカル (nikkeibp.co.jp) 

 

 

安斉 俊久（研究分担者） 

 

1. 安斉俊久．「循環器疾患における緩和ケアにつ

いての提言．ガイドラインから学ぶ．」第 85

回日本心臓病学会学術集会．2021 年 3 月 名

古屋 

 

 

今村 知明（研究分担者） 
 
1.  2021 年 03 月 26 日～2021 年 03 月 28 日 （神奈

川県、パシフィコ横浜/WEB） 第 85 回日本循環

器学会学術総会 リアルワールド・データの臨

床活用への現状と課題 今村知明. 

 
 
江頭 正人（研究分担者） 
 
1. 「老年医学教育の現状と今後の展望」演者「老年

病専門医について」第 62回日本老年医学会学術

集会（WEB 開催）．シンポジウム 16．2020 年 8

月 6 日． 
 

 
香坂 俊（研究分担者） 
 
1.  香坂 俊「臨床現場からデータを積み上げ

る：アカデミア、医師主導のリアルワールド

エビデンス構築」第 29 回日本心血管インタ

ーベンション治療学会（CVIT 2020）学術集

会 2021 年 2 月 21 日  
 
2.  香坂 俊「かかりつけ医が診療ガイドライン

をどう使うか：心不全診療の適切性基準の開

発」第 24 回日本心不全学会学術集会 地域研

究報告会 2020 年 10 月 17 日 
 
3. 「Pharmaco-Epidemiological Studies from Real

-World Administrative Data：解析の方向性と 
CKD 領 
域への展開の可能性」第63回 日本腎臓病学会 
シンポジウム８ 2020年6月26日 

 
 
佐藤  幸人（研究分担者） 
 
1. 佐藤幸人「心臓リハビリにも必要 心不全チー

ム医療の知識」 2019 年度全国自治体病院協議

会リハビリテーション部会研修会 2019 9 6 東

京 

 

2. 佐藤幸人「高齢者心不全診療における現状の課

題と今後の展望」第 23 回日本心不全学会学術集

会 2019 10 5 広島 ランチョンセミナー   

 

3. 佐藤幸人「社会的課題：心不全のチーム医療と

薬剤師」第52回日本薬剤師会学術大会 2019 10 

13 山口 

 

4. 「心臓悪液質」第 84回日本循環器学会学術集会 

2020.7.31 Web 京都 

 

5. 「心不全緩和ケアの現状と方向性」第 30回日本

医療薬学会年会 （シンポジウム） 2020.8.20 

Web 

 

6. 「超高齢化社会における心不全チーム医療」第

30 回日本医療薬学会年会 （シンポジウム） 

2020.9.11 Web 

 

7. 「地域のかかりつけ医と多職種による心不全診

療：新しいガイドブックの作成と活用 かかり

つけ医による心不全診療」第 17回日本循環器看

護学会学術集会（シンポジウム）  2020.9.11 

Web 

 
 
福本 義弘（研究分担者） 
 
1.  肺高血圧症の治療戦略  左心系心疾患による肺
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高血圧症の問題点  第 61 回日本脈管学会総会 

パネルディスカッション 2  Web（仙台）、2020

年 10 月 13 日（火） 
 

2.  わが国におけるこれからの心臓リハビリテーシ

ョン 第 6 回 日本心臓リハビリテーション学会

九州支部地方会 シンポジウム 1 大分、2020 年

11 月 8 日（日） 

 

3.  COVID-19 感染症による血管への傷害について  

久留米内科医会 学術講演会 講演 2 久留米、 

2020 年 9 月 25 日（金） 

 
 
武藤 真祐（研究分担者） 
 
1. 「COVID-19がもたらす医療への影響」第24回日本

医療情報学会春季学術大会 2020年6月6日（土） 

16：45～18：15 

 
2. 「ICTを用いた心不全管理プログラムの開発」第2

6回日本心臓リハビリテーション学会学術集会2

020年7月18日（土）10：40～12：00 

 
3. 「介護サービスは第２、３波にいかに備えるか」

第4回日本在宅救急医学会学術集会 2020年9月5

日（土）第4回日本在宅救急医学会学術集会 2020
年9月5日（土） 

 
4. 「地域包括ケア時代の薬剤師が知っておくべき遠

隔診療・ICTの現状と未来」第13回日本在宅薬学

会学術大会 2020年9月13日（日）8：50～10：5
0 

 
5. 「COVID-19感染拡大におけるオンライン診療」第

258回日本循環器学会関東甲信越地方会 2020年

12月12日（土）9:00～12月14日（月）24:00（オ

ンライン配信） 
 
 
山田 佐登美（研究分担者） 
 
1.  山田佐登美：循環器看護実践の価値づくりと政

策提言〜令和 2 年診療報酬改定の結果を受けて

〜 第17回日本循環器看護学会学術集会 2020

年10月10日 

 

2.  山田佐登美：循環器病対策推進基本計画からみ

た看護師の役割と育成  日本心臓リハビリテー

ション学会 第6回中国地方会 2021年2月20日 

 

3.  山田佐登美：高齢心不全患者のEnd of lifeを支

えるケア体制と看護師教育  第85回日本循環器

学会 2021年3月28日 

 

 
弓野 大（研究分担者） 
 
1. 「Building a System in Cardiology Clinic  

to Prevent Rehospitalization of Elderly  
Heart Failure with Home-based Medical 
Care」 第84回日本循環器学会学術集会, シン

ポジウム 2020年7月 
 
2. 「次世代の心不全在宅医療のかたち」第84回日

本循環器学会学術集会, シンポジウム 2020
年7月 

 
3. 「在宅の立場からDTを考える」第24回日本心

不全学会学術集会, シンポジウム 2020年10月 
 
4．「在宅心不全患者への遠隔モニタリングの活用

 ―HeartLogicの可能性―」第24回日本心不全

学会学術集会, セミナー  2020年10月 
 

5. 「COVID-19渦での地域診療所の心不全再入院

を抑えるための試み」 第24回日本心不全学会

学術集会,  2020年10月 
 
6. 「心不全の在宅医療」 かかりつけ医によるこ

れからの心不全診療：循環器病対策基本計画制

定を受けて 公開シンポジウム 2021年3月 
 
7. 「Community-Based Medical Care and  

Insurance Policy for Heart Failure-Issues
    and Counteractions」第85回日本循環器学会

    学術集会, シンポジウム 2021年3月 
 

8. 「これからの心不全の在宅診療のありかた」第

85回日本循環器学会学術集会, 会長特別企画 
2021年3月 

 
9. 「かかりつけ医のための心不全の診かた」 

第85回日本循環器学会学術集会, セミナー  
2021年3月 

 
10.「ICT Utilization to Prevent Heart Failure
    Readmission within Regional Clinics」第8 
    5回日本循環器学会学術集会, シンポジウム  
    2021年3月 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 
2. 実用新案登録・ 
3.その他 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
特になし。 
作成したガイドブック、介護サービス Q&A、患者教

育動画については、公刊と同時に著作権を研究班が

保持している趣旨の宣言を記載した。 
 


